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避難を促す緊急行動

被災した場合に大きな被害が想定される国管理河川において、以下を実施

～市町村長が避難の時期・区域を
適切に判断するための支援～

【できるだけ早期に実施】

●トップセミナー等の開催

●水害対応チェックリストの作成、周知

●洪水に対しリスクが高い区間の共同点検、
住民への周知

【直ちに着手し、来年の出水期までに実施】

●氾濫シミュレーションの公表

●避難のためのタイムラインの整備

●洪水予報文、伝達手法の改善

●市町村へのリアルタイム情報の充実

１．首長を支援する緊急行動

～地域住民が自らリスクを察知し
主体的に避難するための支援～

【できるだけ早期に実施】

●洪水に対しリスクが高い区間の共同点検、
住民への周知（再掲）

●ハザードマップポータルサイトの周知と活用
促進

【直ちに着手し、来年の出水期までに実施】

●家屋倒壊危険区域の公表

●氾濫シミュレーションの公表（再掲）

●地域住民の所在地に応じたリアルタイム情
報の充実

２．地域住民を支援する緊急行動

1



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

平成27年9月関東・東北豪雨に係る
被害及び復旧状況等について

平成27年10月
国土交通省

水管理・国土保全局

10月5日 9:00時点

2



１．台風第18号等による大雨について

 台風第18号及び台風から変わった低気圧に向かって南から湿った空気が流れ込んだ影響で、
記録的な大雨となった。

 9月10日から11日にかけて、関東地方や東北地方では、統計期間が10年以上の観測地点の
うち16地点で、最大24時間降水量が観測史上1位の値を更新した。

期間内の総降水量分布図（9月7日～9月11日）

出典：気象庁公表資料（速報）より

都道
府県

市区町村 地点名
降水量
(mm)

① 宮城県 栗原市 鴬沢(ｳｸﾞｲｽｻﾞﾜ) 194.5

② 宮城県 加美郡加美町 加美(ｶﾐ) 238.0

③ 宮城県 仙台市泉区 泉ケ岳(ｲｽﾞﾐｶﾞﾀﾞｹ) 293.0

④ 宮城県 刈田郡蔵王町 蔵王(ｻﾞｵｳ) 180.5

⑤ 福島県 南会津郡南会津町 南郷(ﾅﾝｺﾞｳ) 161.5

⑥ 福島県 南会津郡南会津町 舘岩(ﾀﾃｲﾜ) 262.0

⑦ 茨城県 古河市 古河(ｺｶﾞ) 247.0

⑧ 栃木県 日光市 五十里(ｲｶﾘ) 551.0

⑨ 栃木県 日光市 土呂部(ﾄﾞﾛﾌﾞ) 444.0

⑩ 栃木県 日光市 今市(ｲﾏｲﾁ) 541.0

⑪ 栃木県 鹿沼市 鹿沼(ｶﾇﾏ) 444.0

⑫ 栃木県 宇都宮市 宇都宮(ｳﾂﾉﾐﾔ) 251.5

⑬ 栃木県 佐野市 葛生(ｸｽﾞｳ) 216.5

⑭ 栃木県 栃木市 栃木(ﾄﾁｷﾞ) 356.5

⑮ 栃木県 小山市 小山(ｵﾔﾏ) 268.5

⑯ 埼玉県 越谷市 越谷(ｺｼｶﾞﾔ) 238.0

観測史上1位を更新した地点

出典：気象庁公表資料（速報）より

※アメダス観測値
による統計
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２．平成27年9月関東・東北豪雨に係る被害状況

1 人的被害の状況（消防庁 10月2日18：00時点）

■ 死者8名（栃木県鹿沼市、日光市、栃木市、茨城県常総市2名、境町、

宮城県栗原市2名）

2 所管施設の状況（10月5日9：00時点）
■ 河川（19河川で堤防決壊、67河川で氾濫等の被害発生）

【国管理河川】

・利根川水系鬼怒川において堤防が決壊し、鳴瀬川水系吉田川、荒川水系

都幾川等5河川において、越水等による浸水被害が発生。

【都道府県管理河川】

・宮城県管理の鳴瀬川水系渋井川等18河川において堤防が決壊し、宮城県、

福島県、茨城県、栃木県を中心に62河川で浸水被害が多数発生。

■ 土砂災害

・17都県において177箇所の土砂災害発生。

と き がわ

しぶい がわ
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小貝川

鬼怒川

決壊箇所
（鬼怒川左岸21.0km）

決壊箇所
（鬼怒川左岸21.0㎞）

常総市役所から撮影（撮影日：9/11）

【決壊地点近傍】家屋等の流出状況（撮影日：9/11）

鬼怒川

鬼怒川

小貝川

小貝川

常総市役所

：氾濫域の最大総浸水
面積（40ｋ㎡）
国土地理院公表資料

：決壊箇所
鬼怒川左岸21.0km

：浸水範囲内の建築物

常総市役所

 常総市三坂町（鬼怒川左岸21.0㎞付近）の堤防決壊等に伴い、氾濫が発生。氾濫した水は
下流域に広がり約40㎢が浸水した。

決壊箇所
（鬼怒川左岸21.0km）

３．鬼怒川の決壊・被災状況
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：浸水範囲（9/16（水）10:20時点）

４．鬼怒川の排水ポンプ車による排水状況

小貝川

決壊箇所
（鬼怒川左岸21.0km）

国道２９４

福岡橋

【排水作業完了】
四ヶ字機場付近

【排水作業完了】
八間堀樋管

【排水作業完了】
川又機場付近

【排水作業完了】

喜兵衛脇樋管

【排水作業完了】
八間堀水門

鬼怒川

千代田堀川

八間堀川

国道２９４

国道３５４

【排水作業完了】
国道354号と国道294号の交差点付近

【排水作業完了】
みつかいどう

ロードパーク周辺

【排水作業完了】
相野谷川浄水場付近

【排水作業完了】
長助橋付近

【排水作業完了】

平和橋周辺

【排水作業完了】

明橋周辺

【排水作業完了】
新井木樋管

【排水作業完了】
カントリーエレベーター周辺

【排水作業完了】
市立大生小学校周辺

【排水作業完了】
決壊箇所

 9月10日22時過ぎから、排水ポンプ車最大51台により、24時間体
制で排水。19日までに宅地及び公共施設等の浸水が概ね解消。

最大総浸水面積 約40㎢

9月11日 13:00時点 約31㎢

9月13日 10:40時点 約15㎢

9月14日 9:30時点 約10㎢

9月15日 10:30時点 約 4㎢

9月16日 10:20時点 約 2㎢

【排水作業完了】
古瀬樋管付近

推定浸水範囲の変化

常総市役所

【排水作業完了】
若宮戸地区
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 9月10日12:50頃 堤防決壊。同日 応急復旧に着手し、24時間体制で施工。
 24日 応急復旧が完了。

５．決壊箇所（左岸21.0k付近）の状況

【荒締切工】 【鋼矢板による補強工】

応急復旧断面

法覆工
連節ブロック 遮水

シート

根固めブロック

二重締切

中詰め盛土

割栗石等

応急復旧完了後の状況（9/27）

応急復旧工事の経緯（10日12:50頃 堤防決壊）
10日 22:00頃 仮設工着手（退避場・作業ヤード造成）

11日 22:20頃 根固めブロック設置開始

16日 5:00頃 仮堤防（盛土）完成
19日 23:00頃 護岸による補強工事が完了（荒締切工完了）

24日 20:45頃 鋼矢板による補強工事が完了
（応急復旧完了）

鬼怒川

応急復旧状況（9/12）

鬼怒川

鬼怒川
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 堤防緊急復旧状況
• 鳴瀬川水系渋井川で堤防3箇所が破堤。
• 国土交通省は、宮城県の要請を受け、24時間体制で堤防の緊急復旧工事に着手。
• 9月12日 上流地区の破堤地点より復旧に着手。14日に堤防盛立、16日に護岸工が完了し、緊急復旧が完了。

 排水作業状況
• 9月11日8時から鳴瀬川水系で湛水排除を開始。14日17時には渋井川の排水が終了し、水系全域の排水が完了。

６．鳴瀬川水系渋井川の排水作業と緊急復旧について

排水ポンプ車最大21台

排水機場6施設稼働

6

西荒井下流地区破堤状況

氾濫
渋井川

渋井川

排水状況

9/16 5:30撮影

渋井川

9/16 5:30撮影

渋井川

9/16 5:30撮影堤防緊急復旧状況

護岸工完了状況（西荒井下流工区）堤防復旧状況（西荒井中流工区）堤防復旧状況（西荒井上流工区）
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※各ダムの写真は、ダム上流側から 9月11日に撮影

湯西川ダム

川俣ダム 川治ダム

五十里ダム

←五十里ダム貯水池
鬼怒川流域

利根川

川俣ダム

湯西川ダム
五十里ダム

川治ダム

７．ダムの効果 ＜鬼怒川上流４ダムの貯水状況＞

 国土交通省管理の鬼怒川上流の4つのダムでは、雨や下流の河川水位の状況を見ながら、
できる限り洪水を貯める操作を行い、約1億m3の洪水を貯め込んだ。

：鬼怒川流域
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◆決壊地点付近の
断面イメージ図

◆常総市域で溢れたと試算された水の量

概ね半分に減少

左
岸

※計算では、決壊地点の上流の氾濫を見込んでいる。

※これは速報値であり、数値等は今後変わることがある。

８．ダムの効果 ＜試算結果（速報値）＞

 4つのダムによって、決壊地点の水位を約30㎝低下させたと試算。
 また、溢れた水量を概ね半分に減少（約6,200万m3 →約3,400万m3 ）させたと試算され、

被害の拡大を抑制したと推定される。

※今回の出水について、鬼怒川上流の４つのダムがない場合を想定し、今回の箇所以外の堤防は決壊しないと仮定して計算を
しています。

ダムによって、
水位を約30㎝低下
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凡 例

0.5m未満の区域

0.5～1.0mの区域

1.0～2.0mの区域

2.0～5.0mの区域

5.0m以上の区域

小
貝
川→

小
貝
川→

※シミュレーション結果に基づくものです。
※計算結果に基づくものであり、実際と一

致しない場合があります。

９．ダムの効果 ＜ダムの有無による試算結果（速報値）＞

現状の再現計算結果

 4つのダムによって、氾濫面積を約2割減少（約50㎢→約40㎢ ）させたと試算され、
被害の拡大を抑制したと推定される。

◆氾濫面積

約2割減

ダムがない場合の試算結果

11



■浸水区域の被災状況調査
（茨城県常総市）

■海上保安庁による
吊り上げ救助の様子（茨城県）

■常総市大生小学校周辺での
緊急排水活動（茨城県常総市）

１０．TEC-FORCE・海上保安庁等の活動状況

 リエゾンを派遣し、自治体との連絡調整にあたるとともに、支援ニーズの把握など自治体をサポー

トする活動を実施。

 全国の地方整備局等よりTEC-FORCE及び災害対策用機械等を派遣し、被災状況調査や24時間

体制による緊急排水などの災害対応を実施。

○ リエゾン派遣数 ： のべ 227人・日（9月9日～10月2日までの実績）

○ TEC-FORCE派遣数 ： のべ1,881人・日（9月9日～10月5日までの実績）

 海上保安庁はヘリにより9月12日までに107名を救助。

■被災状況調査に向かう防災ヘリ
（関東地整）

■24時間体制による緊急排水活動
（茨城県常総市）

■捜索活動関係機関への情報提供
（茨城県常総市）

■大崎市長に活動完了を報告
（宮城県大崎市）

■報道関係者に排水状況を説明
（宮城県大崎市）
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地すべり
しろいしし こすごう

宮城県白石市越河家屋全壊1戸

１１．土砂災害の発生状況

10

 台風第18号及び第17号等による大雨により、全国17都県で177件の土砂災害が発生。
 栃木県鹿沼市日吉町では、住宅裏の斜面が崩壊し、死者1名、負傷者1名、人家被害3戸の被害

が発生。
 栃木県日光市芹沢地区では、8渓流9箇所において土石流が発生し、人家被害7戸、地区唯一の

避難経路である市道芹沢線が分断され、住民25名が一時孤立するなどの被害が発生。

がけ崩れ
かぬまし ひよしちょう

栃木県鹿沼市日吉町

市道芹沢線の崩落状況

芹沢

滝向沢土砂流出状況

土石流等
にっこうし せりさわ

栃木県日光市芹沢

死者1名、負傷者1名
家屋全壊1戸、半壊2戸

負傷者2名、家屋全壊5戸、半壊2戸
市道芹沢線が分断 住民25名が一時孤立

凡例
発生件数

20～
5～
1～
0

土砂災害発生件数
177件

土石流等 ： 36件
地すべり ： 5 件
がけ崩れ ： 136件

【被害状況】
人的被害 ：死者 1名

負傷者 3名
人家被害 ：全壊 15戸

半壊 5戸
一部損壊 27戸

10月5日9:00現在
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１２．砂防堰堤の効果 ＜田茂沢第1・第2砂防堰堤（日光市芹沢）＞

土石流発生前（H27.8.11） 土石流発生直後(H27.9.11)

土石流発生前（H26.11.28） 土石流発生直後(H27.9.11)

た も さ わ せ り さ わ

全景

田茂沢第1
砂防堰堤

田茂沢第2
砂防堰堤

芹沢

砂防堰堤

田茂沢第1砂防堰堤

田茂沢第2砂防堰堤

 日光市芹沢地区では土石流が多発して甚大な被害が発生したが、地区内の田茂沢では国土
交通省により砂防堰堤が整備されており、土砂及び流木を捕捉。下流集落への被害を未然
に防止し、効果を発揮。
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１３．日光市芹沢地区土石流災害への対応状況
せ り さ わ

■土砂災害専門家及びTEC-FORCEによる渓流調査実施状況

■応急対策工事実施状況

日光市長への調査結果報告

道路に氾濫した土砂の撤去 寸断された道路の応急復旧 大型土のうによる仮排水路

 8渓流（9箇所）において土石流が発生し、民家や道路が被災した日光市芹沢地区では、国
土交通省が9月11日から道路に流出した土砂撤去や仮排水路設置などを実施。

 9月15･16日に土砂災害専門家及びTEC-FORCEによる渓流調査を実施し、結果を日光市長
へ報告。

 渓流の状況監視を目的としたカメラを設置し、日光市と映像共有。
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過去の水害事例と教訓
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危機管理業務を行う建物等の浸水

◯本庁舎が浸水。浸水後まもなく停電。
◯非常用発電機も水没して機能しなかった。

（佐用町台風第９号災害検証委員会「台風第9号災害検証報告書」より）

本庁舎ではフェニックス防災システムが２階、河川監視警報システム端末と非
常時専用電話が１階に配置されていたが、１階が浸水したことによって、河川監
視警報システム端末や非常時専用電話回線を始め、各種ＯＡ機器が水没し、使
用不能となった。また、停電したことで、水没を免れた兵庫県衛星通信ネットワー
クシステム、電話交換機、ＦＡＸ、コピー機、インターネットサーバー等も使用不可
能となった。

本庁舎では浸水後間もなく停電した。フェニックス防災システム用の非常用発
電機もＣＡＴＶ用の非常用発電機も水没し機能しなかった。

このため、水没を免れた隣接の体育館からコードリールによって応急的に電源
を引き入れることで、ＦＡＸ兼コピー機、事務所内の一部電灯、電話交換機を復旧
するための最低限の電力を確保した。

過去の水害

教訓

◯水害時の災害対策本部等の機能を確保するため、電力、通信機能等の最低
限の機能が確保される必要がある。

◯ 庁舎が洪水時に浸水するか、浸水する場合は非常用発電機等は上層階等

の浸水しない場所に置かれているかを確認し、必要に応じ浸水対策を実施し
ておく必要がある。
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水防資機材の備蓄

◯ 水害時に必要となる水防資機材についてはあらかじめ必要な量を想定し準備

しておく他、家庭や事業所等の自衛水防のための資器材については各主体に
備蓄を推奨することが必要である。

◯ 水防用の資機材は十分に備蓄されているかを確認する必要がある。

◯ 市内各地から土のうの要請が入り、備えていた土のうが不足。

（可児市「7.15集中豪雨災害検証報告書」より）

◯経過
16：15 土のう要請
17：20 消防署に土のう配備要請
17：30 兼山にて消防団土のう対応
18：30 土のうが足りなくなり、作り始める

◯状況

市役所200 袋備蓄、消防署200 袋備蓄、
市職員、可児市建設業協同組合で
1,500 袋作成

◯検証問題点
・土のう作成、運搬に多くの人員が割かれた。
・例年の台風に対応できる程度の土のう（200 袋）を用意していたが、
はるかに上回る要請があった。

過去の水害

教訓
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災害時の通信手段の確保

◯ 災害対策本部への電話は、
全て市役所代表番号から。

→ 電話が集中し、話中の状態。
緊急情報等の連絡に支障をきたした。

（宇治市「平成24年8月13日・14日京都府南部地域豪雨にかかる
災害対応及び災害復旧計画について」 より）

◯ 緊急連絡等重要な伝達に支障が生じないよう、

電話回線の分離や別の通信手段の確保等によ
り、確実で効率的な伝達手段を確保することが
望ましい。

◯ 災害時の危機管理のために専用で使える通
信手段を確保する必要がある。

過去の水害

教訓

◯ 「連絡網が自宅になく、連絡をとるのが遅れ
た」「携帯電話を枕元においていない」 「連絡
網が複線化されておらず、伝達に時間がかかっ
た」等で情報伝達がうまくいかないところがあっ
た。

（草津市「平成25年台風18号豪雨災害 災害対応の総括・検証報告書」
より）

◯ 休日や夜間等における急な天候な変化や水害

の発生等に対しても、必要な人員が参集できる
よう連絡手段を含めたルールを作成するととも
に、各職員に対して周知・徹底される必要があ
る。

◯ 職員の参集ルールや連絡網・連絡方法が作成
され、職員に対して周知する必要がある。

職員の参集

過去の水害

教訓
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◯ 避難勧告等発令基準が明確でなく意志決定に

時間を要したため、避難勧告等の発令が迅速
かつ的確に行われなかった。

（7.13新潟豪雨災害・中越大震災検証委員会「7.13新潟豪雨災害・中越
大震災検証委員会検証レポート」より）

◯ 主観的な判断で、災害の推移を見ながら適切

なタイミングで避難勧告等をするのは容易でな
いため、事前に様々な想定を踏まえ河川水位
等客観的な基準を決めておく必要がある。

◯ 避難勧告や避難指示の発令等の客観的な基
準が準備されているかを確認する必要がある。

◯ 市町村において、未明から明け方にかけては、

救出・救助活動等の災害対応のあわただしさか
ら、住民に対する注意喚起のための気象情報
の伝達が適時に行われなかったケースがあっ
た。

（熊本県知事公室危機管理防災課「熊本広域大水害の災害対応に係る
検証」より）

◯ 情報収集や現場対応に忙殺される中で情報

発信が後手に回る場合が多いため、広報につ
いて責任者や担当部署を設けることにより、業
務の確固たる位置づけを行う必要がある。

◯ 広報に関する責任者が決められているか、広

報の内容、タイミング等ルールが決められてい
るかを確認する必要がある。

広報・マスコミとの連携

過去の水害

教訓

避難勧告等の発令

過去の水害

教訓
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国土交通省ハザードマップポータルサイト

災害時の避難や、事前の防災対策に役立つ情報を公開しています。

浸水

阪神淡路大震災

避難ルートの検討

国土交通省ハザードマップポータルサイト http://disaportal.gsi.go.jp/

大雨が降ったとき
・どこが浸水するおそれがあるか？
・どこで土砂災害の危険があるのか？
・どこの道路が通行止めになりやすい
のか?

地震のとき
・どこが揺れやすいのか？
・活断層はどこにあるのか？
・大規模な盛土造成地は
どこなのか？

このような防災に関する様々な情報が分かるので、避難計画・防災対策に役立ちます。

浸水対策の検討

全国の市町村のハザードマップを
閲覧することもできます。

様々な防災に役立つ情報を、
全国どこでも１つの地図上で閲覧できます。

東京都千代田区洪水ハザードマップ

耐震対策の検討 液状化対策の検討

検 索ハザードマップ

藤沢市津波ハザードマップ

写真

土砂災害危険箇所

浸水想定区域

道路冠水想定箇所
緊急輸送道路
事前通行規制区間

1つの地図に重ね合わせて閲覧
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大雨が降ったときに危険な場所を知る

大雨の際に通行できない
おそれがある道路

土砂災害（土石流）により
道路が寸断される可能性

冠水するおそれがある道路
（大雨の際に通行できないおそれ）

「浸水のおそれがある場所」「土砂災害の危険がある場所」「通行止めになるおそれがある道路」
が１つの地図上で、分かります。

洪水時に浸水の
おそれがある範囲

避難ルートの検討などに役立てることができます。

浸水のイメージ

土石流による道路寸断のイメージ

事前通行規制区間のイメージ

道路冠水想定箇所のイメージ
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【参考】事前通行規制区間

【参考】道路冠水想定箇所

アンダーパスなど、
大雨の際に冠水し、
車両が水没するな
どの重大な事故が
起きる可能性があ
る箇所

大雨などで土砂崩れや落石のおそれのある箇所
について、規制の基準を定めて、災害が発生す
る前に通行止めなどの規制を実施する区間

④浸水のおそれがある場所、土砂災害の危険がある場所、通行止めになるおそれがある道路を重ね合わせると、避難の際に避けるべき道路が分かる

●浸水想定区域、土砂災害危険箇所に加えて、道路冠水想定箇所、事前通行規制区間にチェックをします。

事前通行規制区間

道路冠水想定箇所

大雨が降ったときに危険な場所を知る（操作方法）
①浸水のおそれがある場所

浸水想定深5.0m以上

●浸水想定区域にチェックをします。

②土砂災害の危険がある場所

土石流危険渓流

急傾斜地崩壊危険箇所

●土砂災害危険箇所にチェックをします。

③通行止めになるおそれがある道路

●道路冠水想定箇所、事前通行規制区間にチェックをします。

【参考】

土砂災害の

イメージ

【１階軒下まで浸水】

【２階軒下まで浸水】

【１階床下浸水】

5.0m

2.0m

0.5m

1.0m

【参考】浸水深

のイメージ

土砂災害（土石流）により
道路が寸断される可能性

大雨の際に通行でき
ないおそれがある道路

冠水するおそれがある道路
（大雨の際に通行できないおそれ）

洪水時に浸水の
おそれがある範囲
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強い地震が起きた時に被害のおそれのある場所を知る

「活断層の位置」「がけ崩れのおそれがある場所」「大規模な盛土造成地」
が１つの地図上で、分かります。

耐震化の検討などに役立てることができます。

1961～1964年 2007年以降

大規模な盛土造成地

大規模盛土造成地のイメージ （造成前と造成後の比較）

活断層のイメージ

活断層

がけ崩れのイメージ

がけ崩れのおそれがある場所
（急傾斜地崩壊危険箇所）
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④活断層の位置、がけ崩れのおそれがある場所、人工的に盛った地盤の場所を重ね合わせて、地震に関する様々な災害危険性を把握できる

●都市圏活断層図、急傾斜地崩壊危険箇所、大規模盛土造成地にチェックをします。

①活断層の位置

●都市圏活断層図にチェックをします。

活断層

③大規模な盛土造成地

●大規模盛土造成地にチェックをします。

大規模盛土造成地

強い地震が起きた時に被害のおそれのある場所を知る（操作方法）

出典：徳島県防災危機管理情報

【参考】活断層のイメージ

【参考】大規模盛土造成地のイメージ

急傾斜地崩壊危険箇所

② がけ崩れのおそれがある場所

●急傾斜地崩壊危険箇所にチェックをします。

活断層

大規模な盛土造成地。
更にがけ崩れのおそれがある場所でもある。
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自宅近くで起こりうる様々な災害の危険性を知る

自宅近くでどんな災害の危険性があるのか、１枚の地図上で知ることができます。

総合的な災害危険性の確認などに役立てることができます。

1947年空中写真 液状化被害の状況

紫色の部分は洪水による浸水想定深が
5.0m以上の地域

昔、川や沼であった場所を埋め立てた土地（旧水部）
東日本大震災時には、液状化被害が集中しました。
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③浸水想定区域と治水地形分類図を重ね合わせると、水害や液状化の危険性が高い地域が分かる

●浸水想定区域、治水地形分類図にチェックをします。

① 浸水想定区域 ② 治水地形分類図

自宅近くで起こりうる様々な災害の危険性を知る（操作方法）

●浸水想定区域にチェックをします。 ●治水地形分類図にチェックをします。

昔、川や沼であった場所を
埋め立てた土地（旧河道）
東日本大震災時には、液状
化被害が集中しました。

紫色の部分は洪水による
浸水想定深が5.0m以上の地域

【参考】浸水想定区域
河川氾濫により浸水が
想定される区域と浸水深

【参考】治水地形分類図
治水対策を進めることを
目的に、国が管理する河
川の流域のうち平野部を
対象として、扇状地、自
然堤防、旧河道、後背低
地などの詳細な地形分類
及び河川工作物等が盛り
込まれた地図

浸水想定深5.0m以上
旧河道
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ハザードマップポータルサイトで閲覧できる情報

道路冠水想定箇所 緊急輸送路事前通行規制区間

治水地形分類図

色別標高図

各
種
ハ
ザ
ー
ド
情
報

災
害
時
に
役
立
つ
情
報

防

災

に
役
立
つ
地
理
情
報

土砂災害危険箇所洪水ハザードマップ浸水想定区域

河川氾濫により、浸水が想定
される区域と水深

浸水想定区域図に避難所等の
情報を付け加えた図

土砂災害のおそれのある箇所

大雨により冠水するおそれが
ある箇所（アンダーパス等）

災害が発生する前に「通行止」
などの規制を実施する区間

緊急車両の通行を確保すべき
重要な道路

詳細な地形分類及び河川工作物
等を表示した地図

写真

都市圏活断層図

1945年以降の空中写真等

活断層と地形分類を表示した地図

土地条件図

火山基本図

山地，台地，低地，人工地形等
の地形分類を表示した地図

火山周辺の精密な地形を表示した
地図

沿岸海域土地条件図

火山土地条件図

海底の浸食や堆積の状況、傾斜、
水深等を表示した地図

火山活動で形成された地形や
噴出物の分布等を表示した地図

標高の変化を陰影と段彩を用
いて視覚的に表現した地図

明治前期の低湿地

大規模盛土造成地

明治期に作成された地図から、当
時の低湿地分布を抽出した地図

谷や斜面に盛土した大規模な
造成宅地を表示した地図
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ハザードマップポータルサイトの主な機能①

浸水想定区域 道路冠水想定箇所 事前通行規制区間

個々の防災情報を重ね合わせた閲覧が可能

河川が氾濫したときに想定される浸水
域や浸水深を表示した地図

アンダーパスなど、大雨の際に冠水し、
車両が水没するなどの重大な事故が起
きる可能性がある箇所

大雨などで土砂崩れや落石のおそれのある箇所
について、規制の基準を定めて、災害が発生す
る前に通行止めなどの規制を実施する区間

３つの情報を
重ね合わせ

道路冠水の可能性があるため、
大雨時には事前通行規制区間となり、
その他の迂回路を通る必要があります。

浸水する可能性があります
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ハザードマップポータルサイトの主な機能②

複数の市町村・流域（河川）にまたがって、シームレスな閲覧が可能

江戸川

隅田川

荒川

シームレス
表示

荒川等の浸水想定区域図 江戸川の浸水想定区域図隅田川等の浸水想定区域図
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地図上でクリックした
地点の想定浸水深
が表示されます。

ハザードマップポータルサイトの主な機能③

選択した情報（背景が青色）について
スライドにより透過率を任意に調整可能

透過率調節50%の場合
透過率調節25%の場合

チェックボックスに
チェックした情報の
凡例を表示します。

その他の主な機能（想定される浸水深の表示、透過率の調整）
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様々な種類の全国の市町村のハザードマップの閲覧が可能

東京都大田区洪水ハザードマップ 東京都港区浸水ハザードマップ

山口県下関市高潮ハザードマップ 高知県高知市津波ハザードマップ

栃木県宇都宮市土砂災害ハザードマップ

北海道白老町樽前山火山防災マップ

洪水ハザードマップ 内水ハザードマップ

高潮ハザードマップ 津波ハザードマップ

土砂災害ハザードマップ

火山ハザードマップ 震度被害（揺れやすさ）マップ

三大湾の高潮浸水想定

地盤被害（液状化）マップ

静岡県三島市揺れやすさ・防災マップ 愛知県西尾市液状化危険度マップ

大阪湾高潮浸水区域図

市町村のハザードマップを閲覧できます

○○地方をクリック

市町村をクリック

都道府県をクリック

（例）洪水ハザードマップをクリック
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国土交通省 ハザードマップポータルサイトの活用

・防災計画、避難計画等の策定
・公共施設の立地検討、安全度評価
（耐震化、地盤の嵩上げ等の検討）

・まちづくりの検討

・住民、要配慮者施設等への注意喚起

・周辺市町村の災害の危険性等の確認

・災害危険性の確認
・避難先、避難ルート、
避難方法の検討

・浸水対策の検討
（土のうの備蓄等）
・地震対策の検討
（耐震化、家具転倒防止等）

・水・食料等の備蓄の検討

行政住民

ハザードマップポータルサイトをご活用ください。ハザードマップポータルサイトをご活用ください。 検 索ハザードマップ
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ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、

洪
水
対
応
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
一
般
的
な
ひ
な
形
を
示
し
て
い
る
も
の
と
見
て
い

た
だ
い
て
も

結
構
で
す
。
 

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
あ
る
用
語
や

情
報
の
内
容
に
つ
い
て
ご
質
問
が
あ
る
場
合
は
、
国

土
交
通
省
の
担
当
事
務
所
等
に
遠
慮
な

く
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

 ※
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

の
主
な
利
用
対

象
者
 

・
洪
水
に
よ
り
避
難
対
応
等
が
必
要
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
洪
水
対
応
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

が
作
成
さ
れ
て
い
な
い

地
方
公
共

団
体
 

・
当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
首

長
及
び
災
害
対
策
本
部
の
指
揮
担
当
者
 

・
当
該

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
水

防
管
理
団
体
の
長
 

※
利
用
に
当
た
っ
て
の

留
意
事
項
 

・
一
般
的
な
事
例
を
想
定
し
て
作
成

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
対
象
と
す
る
河
川
の
洪
水
の

特
徴
な
ど
、
地
方
公
共
団
体
の
状

況
に
よ
っ
て
異
な
る
部
分
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細

に
つ
い
て
は
、
当
該
河
川
を
管
理

す
る
国
土
交
通
省
の
担
当
事
務
所
等
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
 

・
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
洪
水
対
応

の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
は
、
河

川
管
理
者
は
も
と
よ
り
、
水
防
（
消
防
）
団
、
地
方
公
共
団
体
に
関
わ
る
関
係
防
災
機

関
な
ど
と
の
共
有
化
が
必
要
で
す
。
国
土
交
通
省
で
は
、
直
轄
管
理
河
川
を
対
象
に
し

て
、
鋭
意
、
洪
水
対
応
の
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
担
当

事
務
所
等
と
の
連
携
を
お
願
い
し

ま
す
。
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河
川

水
位

気
象

・
水

象
国

交
省

河
川

事
務

所
か

ら
の

情
報

市
町

村
の

対
応

チ
ェ
ッ
ク
欄

低
い

〇
〇
水
位
観
測
所
の
水

位
が
水
防
団
待

機
水
位
に
到
達
し
た
場
合

水
防
警
報
（
待
機
・
準
備
）

※
〇

〇
部

〇
〇

課
に
メ
ー
ル

、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
送

付
防
災
体
制
を
構
築
す
る
（
第
一
次
防
災
体
制
）
※

【
○
○

水
位

観
測

所
（
水
位

○
○

ｍ
）
】

　
・
上
流
域
を
含
む
防
災
気
象
情
報
等
を
監
視
し
、
水
位
を
把
握
す
る
連
絡
要
員
を
配
置
す
る

気
象

庁
か

ら
大

雨
注

意
報

等
が

発
表

さ
れ
た
場
合

　
・
連
絡
要
員
は
、
1
時
間
お
き
に
河
川
水
位
、
雨
量
、
降
水
短
時
間
予
報
を
確
認
す
る

　
・
避
難
所
の
開
設
を
検
討
す
る

水
防
警
報
発
表
文
に
記
載
さ
れ
て
い
る
対
象
河
川
、
区
間
を
担
当
す
る
水
防
団
に
対
し
「
待
機
、
準
備
」
を
指
示
す
る

市
町
村
管
理
又
は
操
作
を
委
託
さ
れ
て
い
る
樋
門
・
樋
管
等
の
操
作
担
当
者
に
、
操
作
に
関
す
る
注
意
喚
起
を
行
う

〇
〇
水
位
観
測
所
の
水
位
が
氾
濫
注
意

水
位

に
到

達
し
た
場

合
洪
水
予
報
（
氾
濫
注
意
情
報
）

※
〇

〇
部

〇
〇

課
に
メ
ー
ル

、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
送

付
防
災
体
制
を
強
化
す
る
（
第
二
次
防
災
体
制
）
※

【
○
○

水
位

観
測

所
（
水
位

○
○

ｍ
）
】

水
防
警
報
（
出
動
）

※
〇

〇
部

〇
〇

課
に
メ
ー
ル

、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
送

付
　
・
管
理
職
等
を
配
置
し
、
避
難
準
備
情
報
の
発
令
を
判
断
で
き
る
体
制
を
と
る

　
・
職
員
の
派
遣
等
の
避
難
所
開
設
の
準
備
を
指
示
す
る

要
配
慮
者
施
設
、
地
下
街
、
大
規
模
事
業
者
に
洪
水
予
報
（
氾
濫
注
意
情
報
）
を
伝
達
す
る

水
防
警
報
発
表
文
に
記
載
さ
れ
て
い
る
対
象
河
川
、
区
間
を
担
当
す
る
水
防
団
に
対
し
「
出
動
」
を
指
示
す
る

水
防
団
に
よ
る
巡
視
結
果
や
水
防
活
動
の
実
施
状
況
を
把
握
し
、
水
防
上
危
険
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
と
き
は
河
川
事

務
所
に
連
絡
し
て
必
要
な
措
置
を
求
め
る

重
要
水
防
箇
所
や
危
険
箇
所
の
位
置
、
氾
濫
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等

を
確
認
し
、
避
難
準
備
情
報
の
発
表
対
象
地
域
を
検
討
す
る

避
難
が
必
要
な
状
況
が
夜
間
・
早
朝
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
場
合
は
、
早
め
に
避
難
準
備
情
報
の
発
表
の
判
断
を
行
う

国
交
省

に
対

す
る
リ
エ
ゾ
ン
の

派
遣

要
請

に
つ
い
て
検

討
す
る

必
要
に
応
じ
、
河
川
事
務
所
長
へ
助
言
を
要
請
す
る

河
川
事
務
所
長
へ
リ
エ
ゾ
ン
の
派
遣
を
要
請
を
す
る

〇
〇
水
位
観
測
所
の
水
位
が
避
難
判
断

水
位

に
到

達
し
た
場

合
洪
水
予
報
（
氾
濫
警
戒
情
報
）

※
〇

〇
部

〇
〇

課
に
メ
ー
ル

、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
送

付
防
災
体
制
を
さ
ら
に
強
化
す
る
（
第
三
次
防
災
体
制
）
※

【
○
○

水
位

観
測

所
（
水
位

○
○

ｍ
）
】

　
・
首
長
も
し
く
は
代
理
者
が
登
庁
し
、
避
難
勧
告
等
を
発
令
で
き
る
体
制
を
と
る

　
・
水
位
等
の
監
視
体
制
を
強
化
し
1
0
分
毎
の
河
川
水
位
、
雨
量
、
降
水
短
時
間
予
報
を
確
認
す
る

要
配
慮
者
施
設
、
地
下
街
、
大
規
模
事
業
者
に
洪
水
予
報
（
氾
濫
警
戒
情
報
）
を
伝
達
す
る

避
難
準
備
情
報
を
発
令
す
る

重
要
水
防
箇
所
や
危
険
箇
所
の
位
置
、
氾
濫
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等

を
確
認
し
、
避
難
勧
告
等
の
発
令
対
象
地
域
を
検
討
す
る

避
難
が
必
要
な
状
況
が
夜
間
・
早
朝
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
場
合
は
、
早
め
に
難
勧
告
等
の
発
令
の
判
断
を
行
う

水
防
警
報
（
状
況
）

※
〇

〇
部

〇
〇

課
に
メ
ー
ル

、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
送

付

水
防
団
に
よ
る
巡
視
結
果
や
水
防
活
動
の
実
施
状
況
を
把
握
し
、
水
防
上
危
険
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
と
き
は
河
川
事

務
所
に
連
絡
し
て
必
要
な
措
置
を
求
め
る

過
去
の

洪
水

と
の

比
較

等
、
洪

水
の

切
迫

性
に
つ
い
て
確

認
す
る

必
要
に
応
じ
、
河
川
事
務
所
長
へ
助
言
を
要
請
す
る

河
川
事
務
所
長
へ
リ
エ
ゾ
ン
の
派
遣
を
要
請
す
る

洪
水
予
報
（
氾
濫
危
険
情
報
）

※
〇

〇
部

〇
〇

課
に
メ
ー
ル

、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
送

付
防
災
体
制
を
さ
ら
に
強
化
す
る
（
第
四
次
防
災
体
制
）
※

　
・
予
め
定
め
た
防
災
対
応
の
全
職
員
が
体
制
に
入
る

【
○
○

水
位

観
測

所
（
水
位

○
○

ｍ
）
】

要
配
慮
者
施
設
、
地
下
街
、
大
規
模
事
業
者
に
洪
水
予
報
（
氾
濫
危
険
情
報
）
を
伝
達
す
る

避
難
勧
告
又
は
避
難
指
示
を
発
令
す
る

（
必
要
に
応
じ
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
等

に
よ
り
河
川
事
務
所
へ
対
象
地
域
を
確
認
す
る
）

必
要
に
応
じ
、
河
川
事
務
所
長
へ
助
言
を
要
請
す
る

リ
エ
ゾ
ン
を
通
じ
、
河
川
事
務
所
に
災
害
対
策
機
械
の
派
遣
な
ど
の
支
援
を
要
請
す
る

水
防
警
報
（
状
況
）

※
〇

〇
部

〇
〇

課
に
メ
ー
ル

、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
送

付

水
防
団
の
活
動
状
況
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
都
道
府
県
へ
自
衛
隊
の
派
遣
を
要
請
す
る
。
ま
た
、
水
防
団
に
対
し
必
要
に
応
じ
安
全

な
場
所
に
退
避
を
指
示
す
る

堤
防
天
端
に
水
位
が
到
達
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合

洪
水
予
報
（
氾
濫
危
険
情
報
）

※
〇

〇
部

〇
〇

課
に
メ
ー
ル

、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
送

付
要
配
慮
者
施
設
、
地
下
街
、
大
規
模
事
業
者
に
洪
水
予
報
（
氾
濫
危
険
情
報
）
を
伝
達
す
る

【
○
○

水
位

観
測

所
（
概
ね

水
位

○
○

ｍ
）
】

水
防
警
報
（
状
況
）

※
〇

〇
部

〇
〇

課
に
メ
ー
ル

、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
送

付

水
防
団
の
活
動
状
況
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
都
道
府
県
へ
自
衛
隊
の
派
遣
を
要
請
す
る
。
ま
た
、
水
防
団
に
対
し
必
要
に
応
じ
安
全

な
場
所
に
退
避
を
指
示
す
る

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
河

川
事

務
所

長
か

ら
首

長
へ

直
接

電
話

等
で
連

絡
）

氾
濫
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
等
を
確
認
し
、
避
難
指
示
を
発
令
す
る

堤
防
の
決
壊
等
に
よ
る
氾

濫
が
発
生
し

た
場
合

洪
水
予
報
（
氾
濫
発
生
情
報
）

※
〇

〇
部

〇
〇

課
に
メ
ー
ル

、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
送

付
要
配
慮
者
施
設
、
地
下
街
、
大
規
模
事
業
者
に
洪
水
予
報
（
氾
濫
発
生
情
報
）
を
伝
達
す
る

住
民
に
対
し
、
堤
防
の
決
壊
等
の
状
況
を
周
知
す
る

水
防
団
か
ら
の
報
告
等
に
よ
り
堤
防
の
決
壊
を
い
ち
早
く
覚
知
し
た
場
合
に
は
、
河
川
事
務
所
、
都
道
府
県
、
所
轄
警
察
署
等
の
関

係
機
関
に
通
知
す
る
。
ま
た
、
で
き
る
限
り
氾
濫
に
よ
る
被
害
が
拡
大
し
な
い
よ
う
に
努
め
る
。

高
い

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
河

川
事

務
所

長
か

ら
首

長
へ

直
接

電
話

等
で
連

絡
）

氾
濫
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
等
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
都
道
府
県
へ
自
衛
隊
の
派
遣
を
要
請
す
る

※
「
避
難
勧
告
等
の
判
断
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
平
成
2
7
年
8
月
内
閣
府
（
防
災
担
当
）
）
」
に
基
づ
き
記
載
し
て
い
ま
す
。
各
項
目
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
村
の
地
域
防
災
計
画
等
に
基
づ
き
見
直
し
を
お
願
い
し
ま

す
。

水
害
対
応
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
一
般
的
な
例
）

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
河

川
事

務
所

長
か

ら
首

長
へ

直
接

電
話

等
で
連

絡
）

〇
〇
水
位
観
測
所
の
水

位
が
氾
濫
危
険

水
位
に
到
達
し
た
場
合
や
到
達
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
河

川
事

務
所

か
ら
予

め
定

め
た
市

町
村

担
当

者
へ

直
接

電
話

等
で
連

絡
）
※

氾
濫

危
険

水
位

に
達

す
る
見
込
み
等
切
迫
し
た
状
況
に
お
い
て
実
施

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
河

川
事

務
所

か
ら
予

め
定

め
た
市

町
村

担
当

者
へ

直
接

電
話

等
で
連

絡
）
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